
33

３章 計画の基本方針

3-1. 基本的な取組

3-2. 計画の目標
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本市には、日本を代表する一級河川の利根川と荒川が流れ、この二大河川からもたらされる恵みに

より豊かな水と肥沃な農地が形成され、その周辺は平地林で被われています。また、西部には櫛挽台

地、南部には江南台地及び比企丘陵の一部があるなど多様な緑が守られ育まれています。

しかし、熊谷駅周辺などを含む市街化区域は、開発行為などにより、市民の生活に安らぎや潤いを

与える「身近な緑」が失われつつあります。

一方、近年における地球温暖化対策や、生物多様性に関する取組については、市民の関心が高く、

緑が果たす役割や機能の重要性が再認識されています。

このため「まちの貴重な緑を守り・育む」ことを継続しつつ、「まちの多様な緑を楽しみ・学ぶ」

機会を創出していく必要があります。

そして、市民一人ひとりの緑化への意識を高めて「市街化区域に緑を充実させる」とともに「緑豊

かなまちづくりの場所と機会をつくる」取組を増やし、かけがえのない水と緑を未来に継承させる「緑

あふれるまちづくりの仕組みをつくる」ことが大切です。

本計画においては、５つの緑に関する課題に対応した５つの基本理念を定めました。そして、緑の

まちの将来都市像は、上位・関連計画を踏まえ、５つの基本理念を反映し『みどりあふれる 環境共

生都市 熊谷』と定めました。

この緑のまちの将来都市像の実現のためには、さまざまな緑の施策を市民や事業者と行政が協働で

進めることが重要となります。そこで、本市の緑豊かな自然環境を後世に残すとともに、市民が身近

な緑とふれあい続けるために、取り組むべき５つの基本方針を定めました。

緑に関する

課題
基本理念

緑のまちの

将来都市像
基本方針

①郊外の豊かな緑

を保全する必要が

ある

ふるさとの自然が後世に継承されるまちづくり

・ 豊かな緑や貴重な自然が保全されたまちを目指します。

・ 適正な管理や方策を通じて失われた緑の再生に努めます。

・ 良好な都市環境づくりに欠かせない農地の保全、活用に努めます。

み
ど
り
あ
ふ
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る

環
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生
都
市

熊
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１．まちの貴重な緑を守り・育む

緑で被われた河川や水路、及びまちの貴重な公共施設の緑地の維持管

理に関する施策や、農地の保全・活用に関する施策の推進などに取り組

みます。

②緑について積極

的に活用する必要

がある

水と緑に関連する資源が活用されるまちづくり

・ 「環境共生都市」実現のために、市街化区域の緑の活用を図ります。

・ 緑の機能や重要性を踏まえ、安全で快適なまちづくりを進めることに努め

ます。

・ 景観資源となる水や緑の積極的な保全・創出を図ります。

２．まちの多様な緑を楽しみ・学ぶ

ふるさとを特徴づける歴史的な緑や多様な生物が生息する里山の保

全、景観計画に基づく良好な景観づくりなどに取り組みます。

③市街化区域の緑

を増やす必要があ

る

安全・快適で環境負荷の少ないまちづくり

・ ヒートアイランドなどの環境負荷を低減するとともに、市民生活の安全性

の向上を目指します。

・ まちの美観の向上につながる緑の創出を図ります。

・ 公共施設や民有地の緑化に努めます。

３．市街化区域に緑を充実させる

緑の充実が求められる市街化区域において、公共施設の緑化施策とと

もに、民有地の緑化に資する施策の推進、及び防災に役立つ緑の配置な

どに取り組みます。

④緑を守り育む場

所や機会をつくる

必要がある

いきいきと活動出来る場所と機会の整ったまちづくり

・ 緑を守り育む場所や機会の提供に努めます。

・ 施設緑地の都市公園などの整備・充実を図ります。

・ 公共施設の緑や農地及び山林などの民有地の活用を図ります。

４．緑豊かなまちづくりの場所と機会をつくる

都市公園及び緑地整備の推進に加え、施設利用の活性化に向けたリニ

ューアルやソフト施策の推進、緑の拠点を結ぶ緑のネットワーク※形成

や交流・情報発信の場の充実などに取り組みます。

⑤協働による取組

をすすめる必要が

ある

水と緑に関わる活動に協働で取り組めるまちづくり

・ 市民自らが緑の保全・創出に取り組めるまちづくりを目指します。

・ 緑地の保全・再生・管理などに、市民・事業者・行政が協働で取り組める

仕組みづくりに努めます。

５．緑あふれるまちづくりの仕組みをつくる

本市のＰＲに役立つ緑のシンボル創出や普及啓発活動などの充実を図

るとともに、緑の管理への市民参加や基金を活用した緑化の推進などに

取り組みます。

※緑のネットワーク：市内に点在する公園や、緑地などの緑の資源を有する場所を緑の拠点とし、これらを道路や、水路など緑の軸となる施設などを活用して緑をつなげていくことを意味する。

3-1. 基本的な取組
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3-2. 計画の目標

本計画においては、緑地保全及び緑化※１推進のための目標値を設定します。この

緑地保全及び緑化推進の目標は、市民・事業者・行政が目標をわかりやすい形で共

有するために定めるものです。

市街化区域における緑地の確保量は、都市緑地法で、緑化地域に求めている緑化

率の基準である２５％を目指します。その他の量的な目標の設定は、今後少子高齢

社会が進行することによる公園の利用形態の変化や、地球温暖化対策への取組など

市民の緑に対する関心が高まること、総合振興計画との整合、緑被調査結果などを

考慮して定めています。

緑などに関する市民の意識・満足度は、総合振興計画・市民意識調査・今回の本

計画策定において実施した市民アンケート調査などを考慮して定めています。

目標設定の項目
計画策提時

※2

現況値

（平成26年度末）
計画目標

基本方針に関する

施策指標

①緑地の確保量

（市街化区域における緑被率）
20.3％ － 25.0％ 基本方針 2、3

②緑地の確保量

（市域全体における緑被率）
65.6％ － 66.4％ 基本方針 1、2

③市民１人当たりの都市公園面積及

び 都市公園等設置数

23.7 ㎡

120 箇所

24.4 ㎡

143 箇所

24.0 ㎡

145 箇所
基本方針 4

④自治会などが管理する公園数（都

市公園）及び公園サポーター制度を

導入している公園の割合

89箇所

74％

106 箇所

78％

114 箇所

80％
基本方針 4、5

⑤緑などに関する

市民の意識・

満足度

自宅周辺の緑に

ついて満足している

市民の割合

26％※3

（63%）

※５
35% 基本方針 5

熊谷市の景観を

美しいと思う市民の

割合

49％※4 49%※６ 60％ 基本方針 2、3

３－２．計画の目標

表：緑地保全及び緑化推進の目標
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※１ 緑化：土地利用により区分された区域を都市緑地法第３条に規定する「緑地」に変

えていくことを示しています。したがって「緑被率」は、厳密には緑に被われた場

所の割合を示す「緑被率」とは異なりますが、本章では「緑被率」と同義語として

扱います。

※２ 計画策提示の数値は、平成２２年３月３１日現在

※３ 数値は平成２１年度実施「熊谷市の緑についてのアンケート調査」結果より。回

答は５段階で、「大変満足」「どちらかといえば満足」と答えた人の割合を記載。

※４ 数値は平成２１年度実施｢熊谷市民意識調査」結果より。回答は「はい」「いいえ」

の２択で、「はい」と答えた人の割合を記載。

※５、６ 数値は平成２７年２月実施「市民生活の現状及び満足度」についてのアンケ

ート結果より。回答は「はい」「いいえ」の２択で、「はい」と答えた人の割合を記

載。※５については、計画策定時と調査方式が異なるため、参考値として掲載。


